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３ 中学校国語 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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成 果 課 題 

「急がば回れ」「文化を継承する」など，
語句の意味を理解し，文脈の中で適切
に使うことはよくできています。 

○関連する問題（Ａ ８三アイウエオカキ） 
 

「擬人法」など，表現の技法について理
解することはよくできています。 

○関連する問題（Ｂ１一） 
  

目的に沿って話し合い，互いの意見
の共通点や相違点を整理することに
課題があります。 
●関連する問題（Ａ６一） 

複数の資料を比較して読み，要旨を捉
えること，また，資料から適切な情報を
得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝
わるように書くことに課題があります。 

●関連する問題（Ｂ２一・三） 

文章の構成や叙述の仕方などを確かめ
て，適切に書き換えることに課題があり
ます。 

●関連する問題（Ａ４二・７二） 

中学校国語 

３（１）調査結果の成果と課題 
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３（２）① 課題となった問題の分析 
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中学校国語① 

●正答率が最も低いＡ問題（漢字を除く） 
・Ａ６一 
・本県５６．３％，全国５４．３％，（＋２．０％） 

 

課題 

 司会が話合いの目的を適切に捉えて進行するよ
う指導することが大切です。そのためには，図表
を用いるなどして，発言の共通点や相違点などを，
観点に沿って整理する学習活動が有効です。 
 【参考】 
 平成23年度調査問題【小学校】Ｂ１二（１） 
 

課題となった問題 

指導のポイント 

 目的に沿って話し合い，互いの発言を検討して共通点や
相違点を整理することに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②を満たしているもの（５６．３％） 
条件①を満たし，条件②を満たしていないもの（０．４％） 
条件②を満たし，条件①を満たしていないもの（３５．６％） 
上記以外の解答（２．１％），無解答（５．５％） 
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３（２）② 課題となった問題の分析 
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中学校国語② 

●正答率が最も低いＢ問題 
・Ｂ２三 

    ・本県２７．９％，全国２８．４％，（－０．５％） 
 

 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 目的に応じて適切な情報を得て，伝えたい事柄が明確に伝わ
るように書くことに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②，③を満たしているもの（２７．９％） 
条件①，②を満たし，条件③を満たしていないもの（０．１％） 
条件①，③を満たし，条件②を満たしていないもの（１．１％） 
条件②，③を満たし，条件①を満たしていないもの（５３．２％） 
上記以外の解答（４．３％），無解答（１３．４％） 

 本や資料から得た情報を，他の人
に説明する機会を設定し，定着を図
ることが大切です。 
 生徒を言語活動に取り組ませる際
に，より客観的な評価基準を設定し，
生徒が表現した内容が適切であるか
を判断し，必要に応じて指導を加え
ることが大切です。 
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３（２）③ 課題となった問題の分析 
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中学校国語③ 

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題 
    ・Ａ４二  
    ・本県７５．９％，全国８０．５％，（－４．６％） 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 文章の構成や叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換
えることに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②を満たして解答しているもの（７５．９％） 
条件①を満たし，条件②を満たしていないもの（０．０％） 
条件②を満たし，条件①を満たしていないもの（１３．２％） 
上記以外の解答（７．３％），無解答（３．５％） 

 書いた文章を推敲する際に，伝えたい
事柄が明確になるように，主語と述語の
関係や修飾語・被修飾語の関係など文の
構成や接続の仕方に着目して，その効果
を検討するよう指導することが大切です。 
 例えば，同じ事柄であっても主語を変
えることで内容の伝わり方が変わること
を，文章に書くことで実感させると効果
的です。 
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３（３） 中学校国語に関する質問紙調査分析 

6 

質問紙（中学校国語に関する部分）から，見えてきたこと 

 多くの生徒が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均に比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，最後まで解答を書こうと努
力しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 
• 本県73.5％，全国70.4％，（＋3.1） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか 

  「当てはまる」 
• 本県9.6％，全国11.7％，（－2.1）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか 

  「当てはまる」 
• 本県15.7％，全国18.2％，（－2.5） 

〇国語の指導として，前年度までに，目的や相手 
  に応じて話したり聞いたりする授業を行いました 
  か  「よく行った」 

• 本県28.3％，全国18.9％，（＋9.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，様々な文章を 
  読む習慣を付ける授業を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県20.9％，全国23.3％，（－2.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 
  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 
  いましたか  「よく行った」 

• 本県47.7％，全国57.9％，（－10.2） 

生徒質問紙から 
   目的や相手に応じて話したり聞いたりする取組の
実施状況は高い傾向にあります。一方，様々な文章
を読む習慣や，基礎的・基本的な事項を定着させる
授業の実施状況は，全国平均に比べて低い傾向に
あります。 

学校質問紙から 
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３（４）① 授業づくりに当たって（中学校国語） 
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１ 指導事項等を確実に身に付けるための単元を貫く 
 言語活動を充実させましょう。 
 
・「身に付けたい力」「言語活動」「教材文」の有機的な関連付け 
 を図ること。 
・生徒の主体的な思考力・判断力が生かされる言語活動を設定する 
 こと。 
・思考力，判断力，表現力等を高めるための発問を工夫すること。 

 
２ 漢字，語句，故事成語の意味や使い方の定義を確実 
 に習得させましょう。 
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３（４）② 指導内容における改善のポイント（中学校国語） 
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〇 各教科等との関連を図りながら，司会の経験をする機会を設定 
 するとともに，目的に合った結論を導き出すための話合いができ  
 るよう指導すること。 
 
〇 伝えたい事柄を明確にし，目的や相手に応じて，取り上げる内 
 容，順番等を考え，よりよい文章となるように指導すること。  
 
〇 複数の資料から必要な情報を読み取り，整理したり，要旨を捉 

 えたりする学習活動を設定すること。  

  

学力調査結果分析から見える課題に応じた内容の研究を充実させ
ましょう 
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